
　生涯発達心理学の授業を受け持つようになってから，約 15 年が経ちました。

その間，学生とやりとりをする中で，いくつかの変化を感じ取ってきました。

1 つ目は，幼い子どもに興味や関心をもつ学生がかつてよりも減り，将来の子

育てへの不安を表す学生が増えたこと，2 つ目は，高齢者や介護の問題に関心

をもつ学生が増えたこと，3 つ目は，前向きではありながら，将来への漠然と

した不安を訴える学生が増えたことです（あくまで私の個人的な印象です）。

　幼い子どもに興味や関心をもつ学生が減り，高齢者に関心をもつ学生が増え

た背景には，実生活の中で子どもに接することが少なくなったと同時に，街中

で高齢の方を見かけたり，自分の親が祖父母の介護をする姿を見たりすること

が増えたことなどがあるのでしょう。また，多様な生き方が認められるように

なった現代では，自己責任のもとに 1 つの選択肢を選ぶ，ということが，かつ

てよりも大変な作業になっているのかもしれません。いまはさまざまな情報が

簡単に手に入り，自分であちこちに足を運ばなくても，部屋にいながらにして

ある程度の情報は得ることができます。しかし，そこに実体験が伴っていなけ

れば，また，実体験を通して得られた手応えや自信がなければ，どんなに多く

の情報があったとしても，漠然とした不安が残るのは当然のことだといえるで

しょう。

　「知らない」「わからない」ということはしばしば，人に不安を引き起こしま

す。幼い子の世話をしたことがない学生が，将来の子育てに不安を感じるのは

無理もありません。しかし，身近にいる幼い子どもに意識をして注意を向け，

子どもがなぜそのような行動をとるのかを考えたり，自分が実際に見た子ども

の行動と研究知見とを照らしてみたりすると，「子どもっておもしろいかも。

将来，自分でも子どもを育ててみたい」と思う学生は少なくないようです。ま

た，子どもから大人になっていくときに，人はこんなことを考えたり，こんな

ことに悩んだりする，という知見にふれたり，学生同士で将来について話し合

ってみたりすると，少なからぬ学生が「こんなことを思っていたのは，自分だ

けではなかったんだ」と安堵の気持ちをもつようです。
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　私たちの多くは，似たような変化を経験し，発達していきます。私たちの発

達には共通性があるからこそ，同世代の仲間と興味や関心，悩みを共有するこ

とができるのだといえます。また，少し先を行く世代の人は，多くの人がそう

した悩みを乗り越えていくことを体験的に知っているからこそ，自分よりも若

い世代の人に寄り添い，支えていくことができるのです。また，若い世代の人

は，先を行く世代の人が過去にそうした悩みを乗り越え，いまはその年代なら

ではの悩みや問題に向き合っていることを知ることで，自分を支えてくれた人

への感謝や尊敬の念をもつようになるのでしょう。

　一方で，私たちの発達には共通性だけではなく，個別性もあります。一人ひ

とりが生まれもった資質は異なることに加え，発達上のある状態に至るまで，

どのような人に出会い，どのような経験をしてきたのかは，人によって実にさ

まざまです。その人が出会う一人ひとりの人や，1 つひとつの出来事が，その

人の発達を形づくっていくのだといえます。

　この本では，発達とはどのような現象であるのか，また，人は一生涯を通し

て，どのようなメカニズムのもとに，どのような発達を遂げていくのかを扱っ

ています。本の中では，「この時期にはこのような変化が起こる」という発達

の共通性の記述に紙面の多くを費やしていますが，発達の共通性を実体験をも

とに確かめることに加え，発達の個別性について知るためにも，自分自身の育

ちを振りかえってみたり，身近な人たちと話をしたり，周りの人たちを観察し

てみて下さい。そのためのツールとして，各章には QUESTION（クエスチョン）

を設けてあります。ぜひ，いろいろな人たちと QUESTION の答えを分かち合

って，発達についての見方を広げ，考えを深めていってほしいと思います。

　最後に，筆者ら 4 人は，心理学を学びたい学生や，教職を目指したり教職に

ついていたりする学生，福祉の仕事を志している学生など，異なる志望をもつ

学生を対象に，異なる地域の大学で教鞭をとっています。また，異なる年代の

人たちを対象に，研究や支援の仕事をしています。この本を作成するにあたっ

て，これまで教育や研究，支援の場で関わってきたたくさんの人たちを思い浮

かべながら，人の育ちや発達についてどんなことを伝えたいか，どんなことを

知っておいてほしいかを 4 人で考え，何度もミーティングを重ねてきました。

ii



そのような意味ではこの本の章すべてに，筆者ら全員の思いがこめられていま

す。本書が，学問としての知識を得るためだけでなく，あなた自身やあなたの

周りの人を理解し，あなたのこれからの歩みを考える手がかりの 1 つとなって

くれれば，筆者としてはこれほど嬉しいことはありません。

　筆者らもまた，人として，職業人として発達途上にあり，本書の作成を通し

て得られた理解や発見がたくさんありました。今回，このような機会を設けて

くださり，出版に至るまで細やかなサポートをしてくださった有斐閣の中村さ

やかさんに，深く感謝いたします。

2014 年 11 月

 著者を代表して　坂上 裕子
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●各章のツール　　各章には，KEYWORDS，QUESTION，POINTが収録
されており，適宜 Column，commentが挿入されています。
　＊ 本文中の重要な語句および基本的な用語を，本文中では太字（ゴシック
体）にし，章の冒頭には KEYWORDS一覧にして示しています。

　＊ 本文中に，学びのスイッチを入れるツールとして，「考えてみよう」「や
ってみよう」と読者へ問いかける QUESTIONを設けています。自分の
ことを想像したり，振りかえったり，身近な人たちと話をしたり，周り
の人たちを観察したりしてみてください。

　＊ 章末には，各章の要点をわかりやすく簡潔にまとめた POINTが用意さ
れています。

　＊ また，本文の内容に関連したテーマを，読み切り形式で Columnとして
適宜解説しています。

　＊ 本文中で右上に★印をつけている文や用語については，より理解を深め
るための補足情報を，commentとして該当頁の下部で解説しています。

●索　引　　巻末に，索引を精選して用意しました。より効果的な学習に役
立ててください。
●ウェブサポートページ　　本書を利用した学習をサポートする資料を提供
していきます。
　　http://www.yuhikaku.co.jp/static/studia_ws/index.html

インフォメーション
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